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2025.12.11 第３回 在宅医療推進センターワーキングチーム会議

在宅医療推進センターたより

今年度のグループワークでは、三つのテーマ（1.人材不足について、2.本人の体調だけではない課題の
増加による困難事例への対応、3.医療、介護、福祉、行政の意見交換会）を柱に、それぞれの課題の背
景や原因を話し合い、解決に向けてどのような対策が考えられるか、また誰が担うとより効果的かにつ
いて意見交換を行いました。話し合った内容は、計画シートとして整理しています。今後は、この計画
を実際の取り組みにつなげていくために、「計画から実行へどのように進めていくか」をテーマに、引
き続きワーキングチーム会議の中で意見交換を重ねていく予定です。皆さまからも、気づいたことや
「こんな方法もあるのでは」といったアイディアがありましたら、区分代表またはセンターまでお寄せ
いただけると嬉しく思います。

うおぬま医療の「未来」を語る市民フォーラム 市民が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる
よう、医療・介護・福祉が連携した切れ目のない支
援体制づくりを目的に、今年度は＜食から考える
「生きる」の一丁目一番地＞をテーマとしたフォー
ラムを開催しました。
参加者からは、「地域の方々の支えがあって食がつ
ながり、その先に命がつながっていることを知りま
した」といった声が寄せられ「食」を通して、地域
の中で人と人がつながり、支え合いながら命が守ら
れていることを考える機会となりました。

午年の始まりにあたり、「うまく（午く）」物事が進む一年になるよう願いを
込めて、新年を迎えました。日頃より、当センターの活動に温かいご支援をい
ただき、誠にありがとうございます。
皆さまとの日々の連携や対話が、地域での在宅医療・介護を支える大きな力と
なっています。2026年も、顔の見える関係を大切にしながら、腕の見える関係
から腹の見える関係へとより良い連携づくりに取り組んでまいります。引き続
き、皆さまのお力添えをどうぞよろしくお願いいたします。在宅医療推進センター
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令和7年４月１日からの勤務体制 大平 8：30～17：15
中村 8：45～16：30

月 火 水 木 金 土 日

大平 〇 〇 〇 〇 〇

中村 〇 〇 〇

【今後の会議等予定】
１月16日 新潟県在宅医療推進センター研修
１月17日 在宅医療スタートアップ研修
１月28日 訪問看護ステーション協議会魚沼支部会
２月 ５日 緊急時対応関係会議
２月19日 魚沼圏域入退院連携ガイド事務局会議
２月20日 楽想講座（SDH)
３月 2日 看取り支援制度関係者会議
３月 5日 小千谷北魚沼在宅歯科医療連携運営協議会
３月 9日 地域医療フォーラム2040
３月12日 在宅医療推進センターワーキングチーム会議

R7.10.20 多職種連携事例検討会 R7.11.26 多職種連携研修会

R7.11.26 訪問看護ステーション協議会魚沼支部会 R7.11.17 楽想講座SDH

アンケートにご協力いただいた皆さま、あり
がとうございました。調査結果は既にお知ら
せしておりますが、今回の調査を通じて、本
ガイドが持つ潜在的な価値とともに、その価
値が十分に現場へ届いていない現状が、現場
の視点から明らかになりました。今後は、ガ
イドの周知方法の工夫や、現場の業務に即し
た内容・構成への見直しについて、検討委員
会を中心に進めてまいります。

• 会議・研修会等

10月 1日 うおぬま医療の「未来」を語る 市民フォーラム

10月20日 多職種連携事例検討会

10月30日 新潟県コーディネーター研修会

11月14日 圏域入退院連携ガイド事務局会議

11月17日 楽想講座（SDH)

11月21日 市町村担当者研修（厚労省主催）

11月26日 多職種連携研修会

11月26日 訪問看護ステーション協議会

魚沼支部会

12月11日 在宅医療推進センターワーキングチーム会議

12月12日 圏域入退院連携ガイド検討委員会

12月19日 地域振興局事業ヒアリング

12月19日 在宅医療推進センター研修会

12月22日 鮎の里看取り説明会

12月24日 米ねっと事務局会議

【ギャラリー】ギャラりーに掲載していない研修や会議も沢山ありました。ご参加くださいました皆さま大変ありがとうございました。

医療と介護の相互理解や職種間の意思
疎通が困難な場合など、多職種多機関
が抱える課題に対して、より
良い方向で検討できるよう
サポートします。

「魚沼市立小出病院と在宅関係者のための入
退院支援連携ガイド活用状況に関するアン
ケート」を実施しました。


